
都道府県名：三重県 市町村名：  

１．活動名 

里地里山保全活動 

２．取組の背景、目的 

都会にはない自然(里山)というものが側にありながら、山と人との繋がり

は薄れ、山は荒れていく一方です。 

次世代を担う子どもたちには、様々な活動を通して「里山の素晴らしさ、

厳しさ」を体験し、身近な自然環境に目を向けてほしいという思いを込めて、

里山整備を進めています。 

３．実施主体 

里山ファンクラブ（活動人数17名） 

４．取組の概要 

三重県津市一志町にある御前山と琴平神社跡地周辺にて、下草刈、枝打ち、

間伐や道づくりを進め、毎月一回の保全活動を行い、里山の再生に勤めてい

ます。 

この里山では、子どもたちの森林環境教育の一環として、間伐体験や、ど

んぐりひろい等の活動を行っています。 

また、里山に関する生活文化の歴史として、雨乞い広場(龍の御前の墓)、

琴平神社跡地(行者の石像)、明治神宮遥拝所の碑等の周辺整備も進めていま

す。 

このような活動を通し、地域の方々が里山に入ることは、健康な身体づく

りにも役立っています。 

５．支援事業 

里地里山保全活動促進事業(津市・三重県) 

６．取組等についての成果や課題 

里山の整備が進むにつれ、他の地域からも参加者が集うようになりました。 

毎年秋になると、幼稚園や小学校から里山体験学習の要望があり、活動に

対する感謝の声も大きくなっているため、今後も、幼稚園･小学校との共同参

画が進むことを期待しています。 

今後も活動を継続していくために、無理をせず、会員自らが楽しく活動で

きるよう工夫を重ねるとともに、間伐材の利用促進（キノコ栽培）を進めてい

きます。 

また、地域の方々の里山活動についての意識を高めるために、里山を活用

した祭り事などの行事を考えていきたいです。 



 

○地元の波瀬小学校5年生及び6年生

が参加した里山での間伐体験学習 

 

○里山ファンクラブ会員による間伐

指導の様子 

 

○波瀬小学校5年生及び6年生が協力

して、伐採木をのこぎりでカットする

様子 

 

○波瀬小学校5年生及び6年生による

間伐作業の様子 

  


